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 男山病院 新任医師のご紹介 

■消化器内科  杉山 斉 

      関西医大（201４年卒） 

〇日本内科学会認定医    

〇日本消化器学会 消化器病専門医 

〇日本消化器内視鏡学会 内視鏡専門医 

○日本緩和医療学会 緩和ケア研修会終了 

○JMECC終了 

（日本内科学会 認定内科救急・ICLS講習会） 

 月 火 水 木 金 土 

午前  ● 内視鏡 ●   

午後   内視鏡    

すぎやま ひさし 

◆外来診療担当 

 新緑の候、益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

2024年1月から男山病院にて一般内科、消化器内科として着任いたしました杉山斉と申します。2014年に関西

医科大学を卒業し、現在医師11年目を迎えております。大学を卒業後に実家のある三重県の市立四日市病院にて

前期研修、後期研修を経て消化器内科に従事し研鑽を積んでまいりました。上部消化管内視鏡、下部消化管内視鏡

などの一般的な消化管内視鏡検査はもちろんのこと、EMR約400件以上、ESD約100件以上など内視鏡治療に関

しても多くの診療や治療に携わってまいりました。また消化管に限らず、胆道系や膵臓、肝臓疾患など消化器内科

としても幅広く経験しており、一般内科としても3次救急病院で多くを経験しております。 

このたびご縁を賜り男山病院で勤務させて頂くこととなり、微力ながら自分の経験や技術を患者様や地域の医療に

還元できるように努めて参りたい所存でございます。また自分自身のポリシーとして患者様との距離感を大切にし

ていきたいと考えており、疾患はもちろんのこと訴えに耳を傾け真摯に向き合い患者様や地域の先生方との信頼関

係を築いていきたいと考えております。地域の医療の一助となれますように日々精進していきますので、今後とも

どうぞよろしくお願いいたします 

 2024年4月より男山病院緩和ケア内科に赴任いたしました竹花と申します。 

奈良県立医科大学を2011年に卒業後、愛知県がんセンターや京都大学附属病院などで放射線治療専門医として

様々ながんの患者さんの治療に携わってきました。しかし、治療だけではなく、終末期の患者さんの症状緩和や 

社会的、心理的な面を含めたサポートにもっと積極的に取り組みたいと考えるところがあり、緩和ケア科に転科を

検討していました。 

京大の大学院時代に同じ美杉会の佐藤病院で放射線治療科非常勤医として夜診のお手伝いをさせて頂いた経験が 

ありましたが、ちょうど休職中に男山病院の緩和ケア科の募集がございましたので、これも御縁と思い応募させて

いただきました。 

男山病院で緩和ケアの修行を積みつつ、またこれまで専門としてきた放射線治療も佐藤病院にて続けていく予定で

すので二刀流のスタイルで頑張ってまいります。 

微力ながら地域の患者さんのがん診療にお役に立てれば幸いです。よろしくお願い致します。 

■緩和ケア内科 竹花 恵一 

      奈良県医大（2011年卒） 

たけはな けいいち 

〇日本放射線腫瘍学会 放射線治療専門医 

〇日本緩和医療学会 緩和ケア研修会修了 



 

              

 

           〇日本内科学会 認定内科医 

           〇日本内科学会 総合内科専門医 

           〇日本循環器学会 認定循環器専門医 

 

 

 歴史ある八幡・男山に立地する美杉会男山病院に奉職することとなり身が引き締まる思いです。 

豊かな自然に恵まれた、いにしえから現在に至るまで歴史の重要な節目に登場する土地柄であり 

文化の薫り高い場所でもあります。 

ゆっくりと石清水八幡宮や交野天神社等々に参拝し歴史に思いをはせたいと思います。 

そのような由緒のあるところに恥じないよう、患者様・ご家族様と同じ立場でスタッフ一丸となって、 

それぞれの方に応じたオーダーメイドの治療・リハビリテーション・介護を目指して精進してまいりたいと 

思います。 

■リハビリテーション科  久保田 次郎 

      大阪医大（1980年卒） 

くぼた  じろう 

■腎・泌尿器科  井上 達之 

      岡山大学（2002年卒） 

いのうえ たつゆき 

〇日本内科学会認定医・総合内科専門医    

〇日本腎臓学会専門医 

○ICLS/JMECCインストラクター 

 

 月 火 水 木 金 土 

午前       

午後   
● 

（予約のみ） 
   

◆外来診療担当 

 男山病院腎臓内科に参りました。これまでの経歴としては研究室時代にはIgA腎症研究やiPS細胞を用いた 

腎再生研究を行いました。その後臨床では、腎生検を中心とした腎組織診断、糖尿病を含めた慢性腎臓病の 

多職種教育指導を行いました。前任地の京都桂病院では、急性腎障害、慢性腎臓病に対する血液浄化療法を、

また末期腎不全に対する血液透析、腹膜透析さらには生体腎移植に取り組んできました。これまでの実績を 

生かし当院での診療に努めていきたいと思います。 

常勤として赴任しましたので、まずは腎臓病紹介を積極的にお受けしたいと思います。腎臓病、特に慢性腎臓

病は国民の8人に1人といわれております。しかし症状がないために早期発見が難しいこと、またせっかく検診

で指摘されても専門科受診を回避される場合もあります。さらに腎臓病があったとしても一昔前では治療法は

なかったのですが、適切な生活指導や薬剤で腎機能低下進行を抑えられることがわかってきており、事実透析

導入患者数の増加は収まりつつあります。理解いただくのは非常に難しいですが、これまでの経験を生かし、

なるべくわかりやすくお話しし、患者さん中心の腎臓病診療に取り組んで参ります。 

また地区の需要に合わせた診療体系をとっていきたいと思っておりますのでご相談いただけますと幸いです。

よろしくお願いいたします。 
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■ 診療・検査のお申込みについて 

  地域医療連携室（右記番号）までご連絡ください。 

■ 受付時間 

  月・火・金  9時～１９時 

   水・木   9時～17時 

    土 9時～１２時 

  


